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若手の目から見た惑星探査の将来像
A future image of lunar and planetary explorations from the viewpoint of a young scien-
tist
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日本惑星科学会の将来惑星探査検討グループが主催する「月惑星探査の来たる 10年」の活動は「惑星科学コミュニティ
の力量を自覚した上で探査の将来計画を自主的に企画する」ことを目的としている．これまでにも将来探査を検討する
活動はあったが、それらと今回の活動の大きな違いは目的の中の「コミュニティの力量を自覚すること」と「自主的に
企画する」の部分に表れている．特に前者に関して、科学的観点からはあれも大事これも大事と総花的に言いたくなる
が、予算はもちろん、我々の技術力もマンパワーも有限であるため、優先順位づけは必須である．

10年後の惑星探査の現場における主役は現在の「若手」であり、このような惑星探査の将来像を決める検討作業に若
手研究者の参加は重要である．本講演では若手研究者に目からみた惑星探査の将来像について議論したい．
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